
和が家グループ 代表 直井誠

東武ストア（ショッピングモール）と連携した高齢者向け
買物リハビリサロン＆地域での認知症啓発活動



ひかりサロンで脳活・体操

ひかりサロンで
送迎

ひかりサロン蓮田とは

東武マイン

■場所:東武蓮田マイン2F
■運営:和が家グループ
■形態:地域密着型デイ、通所相当サービス
■対象者:要介護・要支援・事業対象者
■時間:午前・午後の2回（1回3時間）
■サービス:様々なプログラムを3時間の中で提供。
■開所:2018年5月
■他:独自に集客。要介護のニーズが強く、全体の60％が要介護者。
生活リハビリの核である「買物」をリハビリとしている島根県の光プロジェクト㈱のノウハウと
和が家グループの「社会参加」「認知症」ノウハウを生かし、東武ストアの協力を経て、設立。



3

ウォーキング
ショッピングセンターの広い館内で、
お天気を心配せず商品を眺めて楽しく
モールウォーキング。足腰の弱い方で
も楽々カート®のおかげで沢山歩けてし
まいます。

商品の選択
例えば棚の商品を取るには、目で見て
脳が判断し、体の筋肉や関節を動かす
などの複雑な動きが必要になります。
一つ一つの動作がリハビリのための大
切な要素になります。

コミュニケーション
お買い物中のご友人やお店の店員さん
等との楽しいやりとりは、コミュニケ
ーションのリハビリになります。人や
社会との繋がりは、生きがい作りに重
要な意味を持ちます。

支払い
お金の支払いには、予算内の買い物を
する計算能力や財布のお金を出し入れ
する指先の動きが必要です。これは脳
に有効な刺激を与えます。

ショッピングリハビリならではの機能訓練



光プロジェクト㈱が、楽々カートを開発。
島根県の高齢化率の高い雲南市で、行政と商業
施設と三位一体で介護予防事業として、サロン開始。

ひかりサロン雲南の取組み

楽々カートの開発・販売



介護保険卒業生も出ています。

要支援２、独居
引き籠り状態

買物リハビリで意欲が
湧き、旅行へも

１年で卒業へ



ショッピングリハビリに期待出来る事
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アンケート結果



ひかりサロンの高齢者のアンケート回答
「ひかりサロンに来てよかった」の声

・栄養チェックをすることで、栄養のバランスを考えて、

買う物・食べるものを意識するようになった。

・毎回のコミュニケーションプログラムが楽しい。

・沢山歩いて元気になったような気がする。

・ショッピング以外の企画も楽しみです。

・周りの皆さんに刺激を受けて、頑張ろうという気になる。

・毎週1回のこの日が楽しみになった。

・とにかく週1回の買い物がとても助かる。

・こんなに歩いているなんて、自信になります。

運動だけでない、生活・社会参加に密着したリハビリの
数々は、皆さんの生きる意欲の向上につながってます



地域経済の活性化(島根県の事例）



ご清聴ありがとうございました。

和が家グループ 直井 誠
～地域をまるごとケアする場づくり～

https://wagaya-group.com


